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【地域活性化フォーラム】 

 

一人ࡦとりのṚを㞟めて 

̿おかࡊきまちづくりẸㄅの事ጞめ̿ 
愛知学Ἠ▷ᮇ大学 ྂᶫᩗ一 

 

要 旨 

 ⤊ᮎ་⒪、あるいは地域包括ࢣに㛵わるᵝࠎな人ࠎのㄒりを⪺き᭩きし、大学を

㉳Ⅼとしたまちづくり࢙ࢪࣟࣉクࢺのࣜࢧーࢳを行った。この研究に取り組ࡴに⮳っ

た⫼ᬒにあるၥ題ព㆑を明示し、それにぢྜうᡭἲとしての⪺き᭩きとのつながりを

論じた。また、実施した⪺き᭩きのయീとその一㒊を⤂し、考ᐹを㏙ている。

一人ࡦとりの人⏕への理ゎを通して、地域♫会のᅾり方をၥうという本研究のែ度を

示ࡏたことは、今ᚋのᒎ開の基♏をᙧ成することにつながった。 

 

 

１． はじめに 

 大学を㉳Ⅼとしながら、学⏕たちと共に活動できるまちづくり࢙ࢪࣟࣉクࢺを考

するにあたって「⪺き᭩き」によるフィールドワークを行っている。その事ጞめに㑅

 。である「の事ࠎさわる人ࡎにたࢣᮎ⤊」が࣐ーࢸࡔࢇ

 ➨ 1 ❶では小論のయീを示している。➨ 2 ❶では研究の⫼ᬒにあるၥ題ព㆑につ

いて、➨ 3 ❶では研究のᡭἲについて、➨ 4 ❶は実際に行った⪺き᭩きの結果と考ᐹ

を示している。➨ 5❶は研究を⤊えてのᡤឤと小括である。 

 

 

２． ၥ題ព㆑  

（１） 大学を㉳Ⅼとしたまちづくり࢙ࢪࣟࣉクࢺ 

 ⚾がまちづくりにฟ会ったのは、学⏕௦の 2000 年㡭である。大学と୰ᚰ市⾤地商

ᗑ⾤が༠ാし、学⏕がయとなる「まちづくりᣐⅬ」としてのカフ࢙を㐠Ⴀし、さま

まな活動をᒎ開した（ὀ１）。同に大学㝔に進学した⚾にとっては、その活動がࡊ

研究分㔝となり、ࡸがて自分の事にも⧅がっていった。大学と学⏕が地域のまちづ

くりに㛵わる࢙ࢪࣟࣉクࢺはそࢇな⚾のཎⅬでもあり、そのព義と可能性は㌟をもっ

てయ㦂し学ࢇできた。 

 しかし、一方で⚾はこうした࢙ࢪࣟࣉクࢺのさまࡊまなၥ題ࡸ課題ともྥきྜって

きた。ၥ題ࡸ課題は、ࢣーࡈࢫとに␗なるため、この地域で、ㄡがఱを目指すのか

による。つまり一ᴫにはゝえないわけࡔが、わࡎかばかりのయ㦂をふまえて、今ᅇの

ィとの㐃ᦠճ地ࢸࢽ࣑ࣗࢥについて考ᐹしてみるとձ▷大の特徴ղ地域ࢺク࢙ࢪࣟࣉ

域♫会のࢽーࢬ、といった事に㛵㐃するၥ題ࡸ課題がぢえてきた。 

 それらについて⡆略的に㏙ると、ձ▷大の特徴としては「2年㛫というᮇ㛫の▷さ」

が先ࡎ目をᘬく。地域でのࣟࣉグラムは、その内ᐜにもよるが、ある⛬度の㛫を要

するのが一般的である。࣑ࢮ༢位での取り組み位を定しても、一人の学⏕が地域に

㛵われるのは、㛗くて 1 年あるかないかࢁࡔう。そうなると、༢発的で▷ᮇ的な㛵わ

りであっても、成果のฟࡏる࢙ࢪࣟࣉクࢺというไ⣙もฟてくる。 

 ղ地域ࢸࢽ࣑ࣗࢥィとの㐃ᦠは、ձにも㛵㐃するが、そうした▷大の特徴を㋃まえ

た先進事例をཧ照すきࢁࡔう。例えば本学の⏕活デࢨン⥲ྜ学⛉の㛗㇂ᕝ࣑ࢮで

は、地域業と㐃ᦠしそのవᅾᗜを活用したクࣜࢧࢭー商品の開発なを SDGs 活
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動とも結ࡧつけながら産学㐃ᦠ事業としてᒎ開している。このような地域ࢸࢽ࣑ࣗࢥ

ィとの࣐ッࢳングが、ᣢ⥆的でຠ果的な成果に結ࡧつくが、そうした㐃ᦠ先を地域の

୰に開ᣅするには、ࡸはりࢿッࢺワークのᵓ⠏がḞかࡏない。 

 ճ地域♫会のࢽーࢬについては、それをまࡎ知ることに加えて、それにᑐᛂできる

ワークの୰にᏑᅾするのか、あるい発できる₯ᅾ能力ࢺッࢿ㛵わるࡸが学内ࢬーࢩ

のỈ⬦を探究していかなければならない。 

 大学を㉳Ⅼとしたまちづくり࢙ࢪࣟࣉクࢺを᥎進していくためには、少なくとも上

グのような事をぢᤣえていかなければならないのである。 

 

（２） まちづくりにおける♫会ᵓ㐀上のၥ題 

 加えて、まちづくりを取りᅖࡴ現௦の♫会ᵓ㐀についてもⱝᖸゐれておきたい。࢟

ーワードは「ὶ動化」である。現௦♫会学の☒学とも⛠されるࢪークムン࣐࢘ࣂ・ࢺ

ンがࠗࣜ࢟ッド・モࢸࢽࢲィ࠘を示したのは 2000年。᪤に 20年௨上前になるが、「ὶ

動化する現௦」における「᪂しい個人化」という指摘は、今なお現௦の日本♫会をㄞ

みゎく࢟ーワードとしても通用する。 

 ㏆年は、SNS ➼によるࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンࢶールの発㐩な、IoT のᙳ㡪もᡭఏって、

ാき方ࡸ加㏿している。現௦における⚾たちのᬽらし方ࠎ┈ィのὶ動化がࢸࢽ࣑ࣗࢥ

は、ࣂーࣕࢳルࣜࢸࣜィーをもᕳき㎸みながらὶ動化の一㏵をたっているとゝっ

ていいࢁࡔう。つまり、事、学ᰯ、㈙い≀、㊃味、㐟ࡧ➼の㡿域がᣑᙇしており、

一つの地域では個人の人⏕は฿ᗏまらない。一方、≀理的にも当↛ではあるが、そ

うしたラフࢫタルがᣑᙇしていくと、ఫࢇでいる地域の人㛫㛵ಀは┈ࠎᕼⷧにな

っていく。現௦の都市⏕活⪅は、自分の地域のまちづくりに㛵わりづらい♫会ᵓ㐀の

୰に知らࡎと置かれているのではないか。⚾に⮳っては、まちづくりがᑓ㛛でありな

がら、自分のఫࢇでいる地域のまちづくりには、とࢇ㛵りがᣢてていない。これ

はお⢒ᮎかもしれないが、ഇりのない現≧である。 

 「᪂しい個人化」についても、最ప限ࡔがゐれておきたい。୕上（2017）によれば、

今ࡸ⚾たちは、「自分がఱ⪅であるか」をつ定するデンࢸィࢸィの探求、いわࡺ

る「自分探し」さえままならない≧況にあるという。そもそも個人が自己を確❧して

いくためには、自分がᡤᒓするࢸࢽ࣑ࣗࢥィࡸ♫会的な㛵ಀから価値・つ⠊・目ᶆな

を取りධれる必要があるが、しかしὶ動化がⴭしい現௦においては、自らのᡤᒓ先

をࣜࢯッド/ᅛ定化することが現実的ではないという≧況は確かにྰめない。また、こ

れにᑐし、⚾たちはその都度の≧況にྜわࡏ「自己をࢥーディࢿーࢺしている」とい

う୕上の指摘には大いにうなࡎける。「自分探し」による個人化もままならなかった

⚾たち日本人は、さらなる「᪂しい個人化」へのᑐᛂに㏣われているのが現௦の≧況

とゝえる。そして、それさえもまࡔ「㐨༙ばのΰの୰にある」というのが⚾たちの

現ᅾ地ではないࢁࡔうか。 

 地域యのまちづくりが㔜要なことに␗論はない。その「య」を該当する地域ࢥ

、の୰から発᥀し、育てていくことも㔜要である。しかしࠎィでᬽらしാく人ࢸࢽ࣑ࣗ

そうした人ࠎこそが♫会ᵓ㐀的な▩┪の୰を⏕きてാいている。そのことは、もはࡸ

↓どすることのできない前提なのである。ポンࢺは、༢にあるき論をᥖࡆるでは

なく、現≧を෭㟼にとらえながら、かつ理をいかにして実現していくのか。現実的

なࣟࣉーࢳを行っていくためのᢡりྜいࣂࡸランࢫがၥわれているとゝえるࢁࡔう。 

  

（㸱） 「⪺き᭩き࢙ࢪࣟࣉクࢺ」の可能性 

 上㏙の事をふまえつつ、大学を㉳Ⅼとしたまちづくりに取り組ࡴのであれば、

のようなࣟࣉーࢳが現実的、あるいは可能であるのか。そのࣄンࢺとして、⚾が現
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ᅾヨ行的に取り組ࢇでいるのが「⪺き᭩き࢙ࢪࣟࣉクࢺ」である。 

 「⪺き᭩き」が教育࢙ࢪࣟࣉクࢺとして知られるものに「⪺き᭩き⏥子ᅬ」という

のがある。国から㑅ばれた高ᰯ⏕たちが、日本のさまࡊまな地域の᳃・ᕝ・ᾏな

で活㌍する⫋業ྡ人をゼࡡ一ᑐ一で⪺き᭩きする࢙ࢪࣟࣉクࢺ（ὀ２）である。ン

タࣗࣅーする高ᰯ⏕たちに学ࡧがあることはもち、ࢇࢁンタࣗࣅーをཷけるഃも自

ಙをᅇし、大きなບみをᚓることながሗ࿌されている（ὀ㸱）。また、その成果

が㈗㔜なグ㘓となり、ኻわれていく⫋業をḟ世௦につないでいくためのࢶールにもな

っている。それが、地域活性化とぶ性があることはീに㞴くないࢁࡔう。 

 また、⚾も前⫋において「⪺き᭩き࢙ࢪࣟࣉクࢺ」をまちづくりの୰で実㊶し、そ

こからまちのẸㄅをグ㏙する取り組みに㛵わってきた（ὀ㸲）。そのయ㦂からして

も、⪺き᭩きは、まちづくりにもᴟめて᭷ຠなࣜࢧーࢳであるし、᭷ព義なฟ会いを

つくる、すなわちࢿッࢺワークᵓ⠏の現実的なࣟࣉーࢳとなりᚓることを実ឤして

いた。 

 そのようなことから、この岡崎市、あるいは本学࿘㎶地域という᪂ኳ地においても、

このᡭἲを用いたクࣙࢩンࣜࢧーࢳを㔜ࡡることで、⚾が㛵わる今ᅇの࢙ࢪࣟࣉク

 。のᅾり方がᾋき上がってくるのではないかと考えたのであるࢺ

 ᝎࡔࢇのは「⪺き᭩き」するࢸー࣐であった。ၥ題ព㆑としてᛕ㢌にあったのは、

⚾がᤵ業を担当する「ࣜࣕ࢟デࢨン」に㛵する事であったが「事ࡸാき方」

というࡔけでは、まࡔษり口が₍↛としている。そこでタ定したࢸー࣐が「⤊ᮎࢣ

に㛵わる人ࠎの事」という今ᅇのࢸー࣐であった。「事ࡸാき方」からすると、

㝶分と㋃み㎸ࢇでいる༳㇟もあるが、㋃み㎸ࢇでいる方が「事ࡸാき方」の話もよ

りලయ的で㩭明になるかもしれないという᥎ もあった。 

 また当↛、このࢸー࣐タ定には、いくつかのఅ⥺がある。一つには、現௦の地域♫

会がᢪえるᵝࠎなၥ題の⫼ᬒには、人口減少、少子高齢化といったၥ題がᐦ᥋に㛵わ

っていることがᣲࡆられる。前⫋の⪺き᭩きでも「⏕⪁Ṛ」に㛵わる事は、日ᖖ

的なࢸー࣐であった。特に「Ṛ」に㛵しては、7が㝔Ṛという⤫ィ結果（ὀ㸳）も

あり、地域♫会の日ᖖからは㐲ࡊけられ、ᚷみ᎘われる事にカࢦࢸラࢬされた≧

ែがつづいている。しかし、本᮶、⚾たちが「Ṛ」をᇉ㛫ぢることは、自分たちの

「⏕」つまり⏕き方を┬みる、あるいはぢつめ┤す上での大ษなᶵ会になりᚓるもの

たちの♫会は、人口減少に✺ධしており、これからますます「Ṛ」にಀるၥ題⚾。ࡔ

がቑ加していく。にもかかわらࡎ、「Ṛ」を┤どࡎࡏ一方的に㐲ࡊけることは、༴㝤

であるし大きなᦆኻではないかと᥎ᐹする。ともあれ、先ࡎはၥ題化よりも、現≧を

知ること、現実に㉳きているฟ᮶事をᢕᥱすることからጞめたいと考えた。 

 また加えて、個人的にも、㌟㏆なぶ㢮の⤊ᮎࢣをయ㦂した際に、その現場でാく

人ࠎのᡤ作にឤ㖭をཷけており、それにᦠわる人ࠎの動ᶵࡸ実際の話をもっと⪺いて

みたい、知りたいという知的ዲወᚰもあった。またさらに調てみると、᭷ຠ求人ಸ

⋡からみてもㆤ㛵ಀの⫋✀には地域の大きなࢽーࢬであるようࡔ（ὀ㸴）。しかし、

を㏉ࡏば、現ᅾはㆤ㛵ಀの⫋✀には⯆味㛵ᚰがᐤࡏられるྜがపく、㑊けられ

がちな⫋✀であるという現≧もわかってきた。 

 ௨上、⪺き᭩きのࢸー࣐を⤠りすࡂる必要はないが、ษり口がくないわけにもい

かない。まさに௬置き的ではあるが「⤊ᮎࢣに㛵わる人ࠎの事」というࢸー࣐を

タ定し、当該地域の⤊ᮎࢣに㛵わる人ࠎのࢿッࢺワークを㢗りにそれࡒれの事ࡸ

ാき方を探ることとした。 
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動とも結ࡧつけながら産学㐃ᦠ事業としてᒎ開している。このような地域ࢸࢽ࣑ࣗࢥ

ィとの࣐ッࢳングが、ᣢ⥆的でຠ果的な成果に結ࡧつくが、そうした㐃ᦠ先を地域の

୰に開ᣅするには、ࡸはりࢿッࢺワークのᵓ⠏がḞかࡏない。 

 ճ地域♫会のࢽーࢬについては、それをまࡎ知ることに加えて、それにᑐᛂできる

ワークの୰にᏑᅾするのか、あるい発できる₯ᅾ能力ࢺッࢿ㛵わるࡸが学内ࢬーࢩ

のỈ⬦を探究していかなければならない。 

 大学を㉳Ⅼとしたまちづくり࢙ࢪࣟࣉクࢺを᥎進していくためには、少なくとも上

グのような事をぢᤣえていかなければならないのである。 

 

（２） まちづくりにおける♫会ᵓ㐀上のၥ題 

 加えて、まちづくりを取りᅖࡴ現௦の♫会ᵓ㐀についてもⱝᖸゐれておきたい。࢟

ーワードは「ὶ動化」である。現௦♫会学の☒学とも⛠されるࢪークムン࣐࢘ࣂ・ࢺ

ンがࠗࣜ࢟ッド・モࢸࢽࢲィ࠘を示したのは 2000年。᪤に 20年௨上前になるが、「ὶ

動化する現௦」における「᪂しい個人化」という指摘は、今なお現௦の日本♫会をㄞ

みゎく࢟ーワードとしても通用する。 

 ㏆年は、SNS ➼によるࢣࢽ࣑ࣗࢥーࣙࢩンࢶールの発㐩な、IoT のᙳ㡪もᡭఏって、

ാき方ࡸ加㏿している。現௦における⚾たちのᬽらし方ࠎ┈ィのὶ動化がࢸࢽ࣑ࣗࢥ

は、ࣂーࣕࢳルࣜࢸࣜィーをもᕳき㎸みながらὶ動化の一㏵をたっているとゝっ

ていいࢁࡔう。つまり、事、学ᰯ、㈙い≀、㊃味、㐟ࡧ➼の㡿域がᣑᙇしており、

一つの地域では個人の人⏕は฿ᗏまらない。一方、≀理的にも当↛ではあるが、そ

うしたラフࢫタルがᣑᙇしていくと、ఫࢇでいる地域の人㛫㛵ಀは┈ࠎᕼⷧにな

っていく。現௦の都市⏕活⪅は、自分の地域のまちづくりに㛵わりづらい♫会ᵓ㐀の

୰に知らࡎと置かれているのではないか。⚾に⮳っては、まちづくりがᑓ㛛でありな

がら、自分のఫࢇでいる地域のまちづくりには、とࢇ㛵りがᣢてていない。これ

はお⢒ᮎかもしれないが、ഇりのない現≧である。 

 「᪂しい個人化」についても、最ప限ࡔがゐれておきたい。୕上（2017）によれば、

今ࡸ⚾たちは、「自分がఱ⪅であるか」をつ定するデンࢸィࢸィの探求、いわࡺ

る「自分探し」さえままならない≧況にあるという。そもそも個人が自己を確❧して

いくためには、自分がᡤᒓするࢸࢽ࣑ࣗࢥィࡸ♫会的な㛵ಀから価値・つ⠊・目ᶆな

を取りධれる必要があるが、しかしὶ動化がⴭしい現௦においては、自らのᡤᒓ先

をࣜࢯッド/ᅛ定化することが現実的ではないという≧況は確かにྰめない。また、こ

れにᑐし、⚾たちはその都度の≧況にྜわࡏ「自己をࢥーディࢿーࢺしている」とい

う୕上の指摘には大いにうなࡎける。「自分探し」による個人化もままならなかった

⚾たち日本人は、さらなる「᪂しい個人化」へのᑐᛂに㏣われているのが現௦の≧況

とゝえる。そして、それさえもまࡔ「㐨༙ばのΰの୰にある」というのが⚾たちの

現ᅾ地ではないࢁࡔうか。 

 地域యのまちづくりが㔜要なことに␗論はない。その「య」を該当する地域ࢥ

、の୰から発᥀し、育てていくことも㔜要である。しかしࠎィでᬽらしാく人ࢸࢽ࣑ࣗ

そうした人ࠎこそが♫会ᵓ㐀的な▩┪の୰を⏕きてാいている。そのことは、もはࡸ

↓どすることのできない前提なのである。ポンࢺは、༢にあるき論をᥖࡆるでは

なく、現≧を෭㟼にとらえながら、かつ理をいかにして実現していくのか。現実的

なࣟࣉーࢳを行っていくためのᢡりྜいࣂࡸランࢫがၥわれているとゝえるࢁࡔう。 

  

（㸱） 「⪺き᭩き࢙ࢪࣟࣉクࢺ」の可能性 

 上㏙の事をふまえつつ、大学を㉳Ⅼとしたまちづくりに取り組ࡴのであれば、

のようなࣟࣉーࢳが現実的、あるいは可能であるのか。そのࣄンࢺとして、⚾が現

－39－
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㸱． ᡭἲ 

 ーࣗࣅンタ （１）

ࢿン⥲ྜ学⛉のᮌᮧ学⛉㛗を㢗り、そのࢨ探しは、本学の⏕活デーࣗࣅンタ 

ッࢺワークをࡈ⤂いたࡔくことからጞめた。ṇ┤にゝえば、この取り組みを地域活

性化ࡸまちづくりというᩥ⬦の研究࢙ࢪࣟࣉクࢺとして説明し、ࡈ理ゎをいたࡔくこ

とは㞴しいのではないかというணឤもあった。しかし、ᮌᮧ学⛉㛗の理ゎは⚾のண

にして㎿㏿かつ的確であった。すࡄさまࡈ⤂いたࡔいたのが、岡崎市のࢿ࣐ࢣ

自㌟のయ㦂とྜࡈ、であった。ᙼዪからはࢇの事業ᡤを経Ⴀする㏆藤⨾㤶さࢺン࣓ࢪ

わࡏて、1 ྡの┳取りのయ㦂⪅、1 ྡの┳ㆤᖌをࡈ⤂いたࡔくこととなった。またさ

らに、本学同学⛉の大᳃᭷ᕼ先⏕にもࡈ༠力を௮ࡂ、こちらもࡈ自㌟のయ㦂とྜわ

き、お話をఛうことができた。また、大᳃先ࡔいた⤂ࡈて、2ྡのㆤ施タ⫋ဨをࡏ

⏕へのンタࣗࣅーには、本学同学⛉ 1 年の㑣㡲⨾᭶さࢇにも同ᖍしてもらった。今

ᅇは、5 ྡ⛬度のンタࣗࣅーを定していたが、結果的には、5 組㸵ྡの方ࠎにࡈ༠

力いたࡔいた。 

、況にᛂじて≦、ࡎࡂーは、基本は１య１であるが、これも今ᅇはỴめ㐣ࣗࣅンタ 

⚾௨外の方ࠎにも同ᖍしཧ加いたࡔいた、このព義ࡸ課題についてもᚋに整理して㏙

 。てみたい

 ⚾がこれまでにまちづくり活動の୰で実施してきた「⪺き᭩き」においては、現ᅾ

進行ᙧの活動の୰でฟ会う人ࠎがᑐ㇟であり、その成果を活用したそのᚋのᒎ開も考

៖していたため、そのとࢇのグ㘓は、実ྡでグ㘓してきた。しかし、そこには当

↛㓄៖も必要であるし、ไ⣙も⏕まれる。しかしながら、その୰で最ၿをᑾくしてṧ

るものをṧしていくことが㔜要であるとも考えている。こうした㓄៖➼は、よくよࡏ

く考えれば、実ྡも௬ྡも基本的には同じことであるとゝえるのかもしれない。いࡎ

れにしても今ᅇも、基本的にはそのࢫタンࢫをᏲり、ンタࣗࣅーをした事でグ㘓

としてṧす資ᩱࡸそのබ開に㛵しては、⣽ᚰのὀពをᡶって、ࡈ本人への確ㄆを行っ

た。 

  

（２） グ㘓 

れもࡎーは、いࣗࣅンタ  1 㛫༙から 2 㛫⛬度である。用した㘓㡢ᶵ材であ

る「࢜ー࣓ࢺモ」は、今ᅇよりึめてうᶵ材で、自動的に AI がᩥᏐ㉳こしをしてく

れるᶵ材を用している。これは、㠀ᖖに౽であるが「⪺き᭩き」という行Ⅽの㔜

要な「⪺いたことを᭩き㉳こす」というࢫࢭࣟࣉに AI がධすることの㠀について

は、ุ᩿をᲴ上ࡆしたまま用していることも明グしておく必要があるࢁࡔう。あく

までも⚾のࢣーࢫであるが、1㛫༙⛬度のンタࣗࣅーでは、おおよそ 3Ꮠ、ཎ稿

用⣬にすれば 75 ᯛ⛬度のᩥᏐ㔞となる。しかもなるく㉁ၥ㡯目を⤠り㐣ࡂないで

わされた➽᭩きのない会話が⨶ิされた≧ែのᩥ❶を、ある⛬度ㄞめる≧ែにするの

は、ࡸはり再度㡢源を⪺き┤しながらᰯṇする必要がある。それを経て、素材は、ึ

めて「活用できるグ㘓」として目的にྜわࡏて用できる≧ែになる。ᩱ理に例える

なら、下ࡈしらえに当たる㒊分ࡔが、ここをのようなࡸり方で実施するのかは千差

別で、実際のᡭ㡰࢟ࢫࡸルも人によって␗なるのではないࢁࡔうか。つまり、⥆け

てᩱ理で例えるなら、Ἶ付きの㔝⳯を自らὙって包で้ࡴのか、おᡭఏいに㢗ࢇで

フードࢭࣟࣉッࢧでᚤሻษりさࡏるのかというような㐪いがある。当↛Ⰻしᝏしがあ

るし、≧況と目的によってኚわるし、必要な࢟ࢫルࢶࡸールもኚわってくる。⚾は、

この᪂たなࢶールをいこなしていく࢟ࢫルを☻きたいと考えている。はるか㐳れば、

口㏙からグ㏙にኚわったり、ࢸーࢥࣞࣉーࢲーがㄌ⏕したりする度に、ఱかがኻわれ、

ఱかが加わってきたことは㛫㐪いない。フィールドにおける方ἲ論そのものをᅛ定化

－40－
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 。ルのᡭἲを組み❧て行くことが㔜要であるࢼࢪࣜ࢜てࡏ況と目的にあわ≦、ࡎࡏ

 ⚾の場ྜ、これまではグ㘓したンタࣗࣅーをࣉࢺ࢘ッࢺする፹యがある⛬度ᅛ

定的であったため、それにྜわࡏて下ࡈしらえそのものも必要ないࢫࢭࣟࣉは┬きが

ちであったが、研究という場ྜに適しているࡸり方については、再度᳨ドしなければ

ならないと考えている。 

、てࡏに≧況にྜわࠎそのࡸーグ㘓のṧし方について、今ᅇは話しᡭࣗࣅンタ

ᵝࠎな方ἲをフࣞࢩ࢟ブルにヨしてきた。結果的には、一つのンタࣗࣅーにᑐし、

ձ㘓㡢素材（AI の᭩き㉳こしᩥ❶）ղ᭩き㉳こしཎ稿（このⅬで㠀බ開ሗは๐㝖）

ճẸㄅཎ稿（目Ᏻ 7000 ᩥᏐ⛬度）という 3 つを基本としたᙧᘧに㎺り╔いている。

これもまࣟࣃࡔッࢺ的であり、今ᚋはᨵⰋされていくであࢁう。またճẸㄅཎ稿

については小子としてとりまとめている。ࡈ㛵ᚰのある方にはࡈࡦࡐ一ㄞいたࡔき

たい。 

 

（㸱） ᩥ⊩ 

 今ᅇは、それࡒれの方ࠎへのンタࣗࣅーと同にᩘከくのᩥ⊩をㄞみゎくことと

なった。㏵୰、┳ㆤᖌで┿ᐙの方の┳取りの現場をࢸー࣐にした現௦ーࢺのᒎ示

（ὀ 7）にも㊊を㐠ࡔࢇ。そのようにしてᩥ⊩➼の調査を進めながら、ンタࣗࣅーで

⪺いたことをⱄし、そのព味を再ᖐ的にၥい┤しながらグ㏙をすすめた。௨下には、

➃的にཧ考にしたᩥ⊩のࣞࣗࣅーをグ㏙しておく。 

 ࠗᛀれられた日本人࠘は、日本Ẹ学では最も知られているᐑ本ᖖ一のྡⴭである。

⚾は「⪺き᭩き」あるいは「Ẹㄅ」の᭩き方を、こうしたᩥ⊩から学ࢇできた。ᑟ

ධはう᭩くのか、会話はうᢅい、その際考えたことはのように⾲現するかな、

ᐑ本のⴭ作の୰でもそうしたᡭἲは、作品ࡈとに␗なる。それを自らのࢣーࢫに当て

はめながら、┿ఝぶ、ぢてヨすᘧで᱁㜚しながらࡸっている。まちづくりは、学ၥと

しては学際的であり、さまࡊまな㡿域をᶓ᩿する。Ẹ学的ࣟࣉーࢳは、その一つ

であるし、ᐑ本はഔฟした地域⯆のけ人でもあった。その㊊㊧には学ぶきど

Ⅼがᩘከくあると考えている。 

ン事௳の⿕ᐖ⪅を୰ᚰにࣜࢧム࢘࢜ンド࠘は、ᮧ上樹が地下㕲࢘ーグラࢲンࠗ 

62 人の人ࠎのンタࣗࣅーをグ㘓したࣀンフィクࣙࢩンのᩥ学作品である。同事௳は、

1995 年に日本のみならࡎ世界を㟈᧢さࡏたࣟࢸ事௳として知られるが、それに㛵㐃し

てᕳき㉳こった日本♫会の୰のᵝࠎな現㇟を⿕ᐖ⪅へのンタࣗࣅーというᙧでᥥき

ながら、日本♫会の㜌そのものを㏣究している。ここに᭩かれていることは、㏆年の

における自⢔㆙ᐹ➼の日本♫会特᭷のㅖၥ題に通じるものがあり示၀的であ⚝ࢼࣟࢥ

る。ᑓ㛛ᐙの分析的どⅬを活用した論理的分析ではなく、ྡもなき市井の人ࠎのయ㦂、

そのኌをᑀに㞟めながら、᭩きᡭの୰にᙧ成されていく㞟ྜ知をグ㏙していくᡭἲ

は大いにཧ考になる。 

 ࠗワー࢟ング㸟事࠘は、S.ターࢣルによって 1960 年௦ᚋ༙の࣓ࣜカでാく 133

人の人ࠎの日ᖖࡸ事の話を㞟めて᭩かれた。こちらは、事をษり口にした♫会ᢈ

評であり、࣓ࣜカンドࣜームの本㉁をぢ事にᥥいている。一人ࡦとりのኌを「♫会

理論とかᩥⱁ作品」というᙧではなく、それࡒれのゝⴥのままでᥖ㍕している。⪺き

᭩きによる作品の㓬㓮味は、われているᩥ❶が、会話を通した┦理ゎを基本とし

ているためᖹ᫆かつㄞみᡭにさまࡊまなことを㉳、ᛮ考さࡏるຠ力が高いことでは

ないかと考える。もちࢇࢁ、そこに⪺きᡭであり᭩きᡭである人㛫がᅾしている௨

上、⦅㞟はᏑᅾする。しかし、そのᅾり方はその他のᩥ❶とは明らかに␗なる。この

ᡭἲは、当に大きなࢭンࢭーࢼࣙࢩルをᕳき㉳こし、ᖏを᭩いた L.࣐ンフォードな

るྡⴭとなった。またそのᙳ㡪は現௦にも少なくないもࡏの知㆑人も㦫Ⴣのኌをᐤ

/LVWHQ�WR�7KH�9RLFHV�RI�(DFK�'HDWK�̿%HJLQQLQJ�RI�)RONWDOHV�RI�2ND]DNL̿ 

.HLLFKL�)XUXKDVKL 

$,&+,�*$.86(1�&2//(*(� 

 

4 
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ࢿン⥲ྜ学⛉のᮌᮧ学⛉㛗を㢗り、そのࢨ探しは、本学の⏕活デーࣗࣅンタ 

ッࢺワークをࡈ⤂いたࡔくことからጞめた。ṇ┤にゝえば、この取り組みを地域活

性化ࡸまちづくりというᩥ⬦の研究࢙ࢪࣟࣉクࢺとして説明し、ࡈ理ゎをいたࡔくこ

とは㞴しいのではないかというணឤもあった。しかし、ᮌᮧ学⛉㛗の理ゎは⚾のண

にして㎿㏿かつ的確であった。すࡄさまࡈ⤂いたࡔいたのが、岡崎市のࢿ࣐ࢣ

自㌟のయ㦂とྜࡈ、であった。ᙼዪからはࢇの事業ᡤを経Ⴀする㏆藤⨾㤶さࢺン࣓ࢪ

わࡏて、1 ྡの┳取りのయ㦂⪅、1 ྡの┳ㆤᖌをࡈ⤂いたࡔくこととなった。またさ

らに、本学同学⛉の大᳃᭷ᕼ先⏕にもࡈ༠力を௮ࡂ、こちらもࡈ自㌟のయ㦂とྜわ

き、お話をఛうことができた。また、大᳃先ࡔいた⤂ࡈて、2ྡのㆤ施タ⫋ဨをࡏ

⏕へのンタࣗࣅーには、本学同学⛉ 1 年の㑣㡲⨾᭶さࢇにも同ᖍしてもらった。今

ᅇは、5 ྡ⛬度のンタࣗࣅーを定していたが、結果的には、5 組㸵ྡの方ࠎにࡈ༠

力いたࡔいた。 

、況にᛂじて≦、ࡎࡂーは、基本は１య１であるが、これも今ᅇはỴめ㐣ࣗࣅンタ 

⚾௨外の方ࠎにも同ᖍしཧ加いたࡔいた、このព義ࡸ課題についてもᚋに整理して㏙

 。てみたい

 ⚾がこれまでにまちづくり活動の୰で実施してきた「⪺き᭩き」においては、現ᅾ

進行ᙧの活動の୰でฟ会う人ࠎがᑐ㇟であり、その成果を活用したそのᚋのᒎ開も考

៖していたため、そのとࢇのグ㘓は、実ྡでグ㘓してきた。しかし、そこには当

↛㓄៖も必要であるし、ไ⣙も⏕まれる。しかしながら、その୰で最ၿをᑾくしてṧ

るものをṧしていくことが㔜要であるとも考えている。こうした㓄៖➼は、よくよࡏ

く考えれば、実ྡも௬ྡも基本的には同じことであるとゝえるのかもしれない。いࡎ

れにしても今ᅇも、基本的にはそのࢫタンࢫをᏲり、ンタࣗࣅーをした事でグ㘓

としてṧす資ᩱࡸそのබ開に㛵しては、⣽ᚰのὀពをᡶって、ࡈ本人への確ㄆを行っ

た。 

  

（２） グ㘓 

れもࡎーは、いࣗࣅンタ  1 㛫༙から 2 㛫⛬度である。用した㘓㡢ᶵ材であ

る「࢜ー࣓ࢺモ」は、今ᅇよりึめてうᶵ材で、自動的に AI がᩥᏐ㉳こしをしてく

れるᶵ材を用している。これは、㠀ᖖに౽であるが「⪺き᭩き」という行Ⅽの㔜

要な「⪺いたことを᭩き㉳こす」というࢫࢭࣟࣉに AI がධすることの㠀について

は、ุ᩿をᲴ上ࡆしたまま用していることも明グしておく必要があるࢁࡔう。あく

までも⚾のࢣーࢫであるが、1㛫༙⛬度のンタࣗࣅーでは、おおよそ 3Ꮠ、ཎ稿

用⣬にすれば 75 ᯛ⛬度のᩥᏐ㔞となる。しかもなるく㉁ၥ㡯目を⤠り㐣ࡂないで

わされた➽᭩きのない会話が⨶ิされた≧ែのᩥ❶を、ある⛬度ㄞめる≧ែにするの

は、ࡸはり再度㡢源を⪺き┤しながらᰯṇする必要がある。それを経て、素材は、ึ

めて「活用できるグ㘓」として目的にྜわࡏて用できる≧ែになる。ᩱ理に例える

なら、下ࡈしらえに当たる㒊分ࡔが、ここをのようなࡸり方で実施するのかは千差

別で、実際のᡭ㡰࢟ࢫࡸルも人によって␗なるのではないࢁࡔうか。つまり、⥆け

てᩱ理で例えるなら、Ἶ付きの㔝⳯を自らὙって包で้ࡴのか、おᡭఏいに㢗ࢇで

フードࢭࣟࣉッࢧでᚤሻษりさࡏるのかというような㐪いがある。当↛Ⰻしᝏしがあ

るし、≧況と目的によってኚわるし、必要な࢟ࢫルࢶࡸールもኚわってくる。⚾は、

この᪂たなࢶールをいこなしていく࢟ࢫルを☻きたいと考えている。はるか㐳れば、

口㏙からグ㏙にኚわったり、ࢸーࢥࣞࣉーࢲーがㄌ⏕したりする度に、ఱかがኻわれ、

ఱかが加わってきたことは㛫㐪いない。フィールドにおける方ἲ論そのものをᅛ定化

－41－
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のがある（ὀ㸶）。 

 「⤊ᮎࢣ」というࢸー࣐に㛵㐃して、ᡭにとったᩥ⊩もいくつかある。ࠗṚを⏕

きた人࠘ࠎは、᳃㬑外のᏞである小ᇼ㬑一㑻によるᇳ➹である。小ᇼは㣗㐨⒴のᑓ㛛

་として 40 年の現ᙺから㏥⫋したᚋ、再ᑵ⫋した地域་⒪の現場で自らの⒪方針を

転し、ゼၥデ⒪་としてᩘⓒ人のᝈ⪅の┳取りに㛵わってきた。現௦日本では、自

Ꮿで最ᚋを㏄えたいというᝈ⪅のᮃみを実現さࡏることは㠀ᖖに㞴しい。ไ度上は་

ᖌのデ᩿のないṚは㆙ᐹの᳨どᑐ㇟でさえある。「ከくの人ࠎがṚをᛀれたことがす

ての᰿ᗏにある」という小ᇼのゝⴥは㔜い。現ᅾは、日本の⤊ᮎ་⒪が、ᅾᏯ⒪

とᅾᏯ┳取りへとษり᭰わって行こうとする転Ⅼである。その現場のゼၥ་のどⅬ

は、㠀ᖖに㔜要であるが、それを知るᶵ会は㈗㔜であࢁう。本᭩からは、Ṛが「ᬑ㐢

的」ではないこと、Ṛにᑐしてはึᚰ⪅として共に考えᢤくことが㔜要であるな、

でいࢇどⅬを学ࡸまなែ度ࡊーで⪺き知る現実をཷけධれていく際のさまࣗࣅンタ

る。 

 またࠗ㦫きのㆤẸ学࠘も本研究には示၀的である。ⴭ⪅のභ㌴⏤実は、Ẹ学

⪅であり、大学教ဨを㎡したᚋにㆤの㐨にධり、施タ⫋ဨとしてാく現ᙺのㆤ⫋

ဨで、現ᅾはグルー࣍ࣉームの⟶理⪅である。この作品には、භ㌴の⫋場である⪁人

とのὶのᵝ子ࠎーム施タの現場で、Ẹ学⪅がㆤ⫋にᣮ戦し、そこでฟ会う人࣍

がࣀࢫ࢚グラフィーᙧᘧで⥛られており、Ẹ学的ࣟࣉーࢳによって、ㆤの現場

の㨩力ࡸ高齢⪅ㆤに㛵わることの㇏かさがḟࠎに示されていく。Ẹ学には、他⪅

が⏕きてきたලయ的な人⏕に学ࡧ、自分ࡸ自分たちを再考していくどⅬがある。これ

は、現௦のまちづくりにおいても㔜要などⅬである。 

 ௨上、要なᩥ⊩をᣲࡆたが、その他のཧ考ᩥ⊩については、ᩥᮎにグしたい。い

れも、先行研究としてᩥ⊩を整理し、それを㉸えるどⅬをぢฟして実ドするというࡎ

ような研究ࣟࣉーࢳとは␗なる。ンタࣗࣅーを経て、それをとりまとめながら、

ᩥ⊩をㄞみ⁺り、またンタࣗࣅーへとᡠる。そのの୰で᭩きながらㄞみながら

ᛮ考することを⧞り㏉す୰で、現実をཷけධれ理ゎする、あるいは᭩きグすためのࣄ

ンࢺを探る。そࢇなហ┤な㐜ࠎたるࣟࣉーࢳをとっている。 

 

4．結果と考ᐹ  

 ー結果のయീࣗࣅンタ（１）

 今年度の研究では、5組のンタࣗࣅーを行い、うち 4組のンタࣗࣅーを 5本㘓

した小子を 100㒊ไ作することができた。4組で 5本となったのは、ンタࣗࣅーの

分㔞とᥖ㍕Ꮠᩘ上限のၥ題で、その内の１組が前ᚋ༙に分けた 2 本❧てとしたため、5

組目のンタࣗࣅーは、ḟᅇのᥖ㍕にぢ㏦ることにした。5組はそれࡒれձ大学教ဨ㸭

ඖ⟶理ᰤ㣴ኈղ施タ⫋ဨ２ྡճࣕࢪࢿ࣐ࢣーմお┳取りయ㦂⪅յゼၥ┳ㆤᖌである。

このうちձからմまでのンタࣗࣅーを子化した。 

 いࡎれも、現場ࡸそれࡒれの業ົ➼がከᛁな୰、また「Ṛ」ࡸ「┳取り」というᢅ

いづらいࢸー࣐にᑐし、⋡┤なពぢ、経㦂⪅ならではの㈗㔜なぢゎをࡈ提示いたき῝

くឤㅰしている。 

 

 ー結果の考ᐹࣗࣅンタ（２）

 ここでは、⣬㠃にも限りがあるため、今ᅇの 5 組のンタࣗࣅーの୰で、最ึに実

施したձ大学教ဨ㸭ඖ⟶理ᰤ㣴ኈのࢣーࢫについての考ᐹを㏙る。今ᅇの研究の୰

では、考ᐹࡸ分析が㊊りていないことは、最ึに㏙ておかなければならない。しか

し、まࡔ研究は⥆いていく。小子の活用もྵめ、さらなる探求を進めていくことは、

今ᚋの大きな課題の一つである。  

－42－
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㹟） ձ大学教ဨ㸭ඖ⟶理ᰤ㣴ኈへのンタࣗࣅーのᴫ要 

 ここでのンタࣗࣅーは、本学の同である大᳃先⏕である。௨下に、ンタࣅ

ࣗーのᴫ要を➃的に⤂する。 

 ある、⚾が❧ち話で、今ᅇの研究のᴫ要を大᳃先⏕にఏえたとこࢁ、「⚾、には

自ಙがあったࢇです」というゝⴥが㏉ってきた。最ึは、あっけにとられてしまった

が、よく⪺けば、大᳃先⏕はඖ⟶理ᰤ㣴ኈ。特別㣴ㆤ⪁人࣍ームにて 14 年もാいてき

た経㦂があり、さまࡊまなㆤ㣗のࣞࣆࢩ開発をし、また実際につくってきたᑓ㛛ᐙ

であった。しかし、ࡈ自㌟のẕぶのㆤでは、そのᑓ㛛性を発することがྔわなか

った。大᳃先⏕のẕぶは、ಽれた際に⬻ᶵ能に㞀ᐖがṧり、㣗るពḧを႙ኻ、大᳃

先⏕とṧされたᐙ᪘は、ẕぶが⏕きṧる㐨として、を㑅ᢥし、ㆤがጞまる。 

 大᳃先⏕は、⫶⒦という㑅ᢥのᝒさをᑓ㛛的な❧場からⰋく理ゎしていたが、ま

ࡔ 75 ṓというⱝさで㣗≀がႃを通らなくなってしまったẕぶにᑐして「Ṛ」を㑅ᢥ

することがうしてもできなかった。そして、その⏕きṧった㛫をできるࡔけ㇏か

にできないかと外ฟࣜࣅࣁࣜࡸをヨみるが、ことࡈとく目にฟてしまう。᪤にஸく

なっていた∗ぶのᅇᚷに、ぶᡉ一同で㞟まるというᶵ会には、外Ἡができたẕぶは、

Ꮮたちのጼに႐ぶ➗㢦をぢࡏたものの、そうしたᶵ会は一度きりであった。最ᚋはࢥ

、によって㝸㞳されたᐊの୰でẕぶは他界してしまう。大᳃先⏕᭣く、「もしࢼࣟ

ẕが話ࡏて、ពᚿもきちࢇと示ࡏたとして、⫶⒦したいってゝったかな࠵㸽」という

のが、今でもṧされたᐙ᪘の୰で⥆いているၥいかけであった。 

 

㹠） ⟶理ᰤ㣴ኈという事についてのㄒりをᘬきฟしたもの 

 このンタࣗࣅーには、本学の学⏕である⏕活デࢨン⥲ྜ学⛉ 1 年の㑣㡲さࢇが

同ᖍをしている。考ᐹの一つとして、ここでは、ᙼዪという学⏕のᏑᅾが果たしたᙺ

について㏙る。 

 ある、⚾の研究ᐊをゼれた㑣㡲さࢇに、⯆味῝いᤵ業ࡸ先⏕はいるのかという㉁

ၥをᢞࡆかけた際に、大᳃先⏕のྡ前があがり、㑣㡲さࢇは大᳃先⏕のことをᑛᩗし

ているのࡔと教えてくれた。しかし、その理⏤をᑜࡡても上ᡭく⟅えられないᵝ子ࡔ

った。そこで、⚾はᙼዪを今ᅇのンタࣗࣅーにㄏった。┤ほはാきつつも、それを

⾲現するᡭẁがまࡔకわない㒊分に、㏫に⚾はᙼዪの₯ᅾ的な可能性をឤじ取ったこ

とが理⏤である。 

 いࡊンタࣗࣅーがጞまってみると、大᳃先⏕の話は⟶理ᰤ㣴ኈという⫋業をなࡐ

㑅ࡔࢇのかという学⏕௦の目ᶆというࣆࢺックからጞまり、最ึのᑵ⫋先であった

大学㝔でのⱞປࡸᝎみ、また⢭一ᮼ取り組ࡔࢇことࡸ、それを通してఱを学ࡔࢇの

かなの㈗㔜なᑵປయ㦂にまでཬࡔࢇ。現௦を⏕きる一人のዪ性が♫会人としてാく

ことの現実を、実にᖜ広くලయ的にㄒっていたࡔいた素ᬕらしい内ᐜࡔった。 

 ㄗゎをᜍれࡎにゝえば、⚾はこのような話が⪺けることをくとゝっていいண

していなかったし、またそのようなお㢪いもしていなかった。おそらく大᳃先⏕に

しても、そのようなᚰづもりはなかったであࢁう。さらにゝえば、同ᖍした㑣㡲さࢇ

にしても、ࢇな話が⪺けるのかはわからなかったであࢁうし、ලయ的な㉁ၥをした

わけでもなかった。しかし、結果的にではあるが、⚾はࡸはり㑣㡲さࢇのᏑᅾが大᳃

先⏕のこのㄒりをᘬきฟしたỴ定的な要ᅉࡔったのではないかと考えている。 

 㑣㡲さࢇはンタࣗࣅーの㛫、ྈࡦたすらに⪥をഴけていた。あるいはそれしかで

きなかったともゝえる。大学教ဨが、その⏕き方ࡸാき方、さらには肉ぶのṚについ

て┿にㄒるጼを前にして、ゝⴥがฟないのは当↛でもある。しかし、にもかかわら

の┿ᦸなែ度は、大᳃先⏕のࢇその㑣㡲さ（からこそかもしれないࡔ、あるいは）ࡎ

話をより῝く、ல⣽な㒊分までよくᘬきฟしていたようにぢえた。 
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のがある（ὀ㸶）。 

 「⤊ᮎࢣ」というࢸー࣐に㛵㐃して、ᡭにとったᩥ⊩もいくつかある。ࠗṚを⏕

きた人࠘ࠎは、᳃㬑外のᏞである小ᇼ㬑一㑻によるᇳ➹である。小ᇼは㣗㐨⒴のᑓ㛛

་として 40 年の現ᙺから㏥⫋したᚋ、再ᑵ⫋した地域་⒪の現場で自らの⒪方針を

転し、ゼၥデ⒪་としてᩘⓒ人のᝈ⪅の┳取りに㛵わってきた。現௦日本では、自

Ꮿで最ᚋを㏄えたいというᝈ⪅のᮃみを実現さࡏることは㠀ᖖに㞴しい。ไ度上は་

ᖌのデ᩿のないṚは㆙ᐹの᳨どᑐ㇟でさえある。「ከくの人ࠎがṚをᛀれたことがす

ての᰿ᗏにある」という小ᇼのゝⴥは㔜い。現ᅾは、日本の⤊ᮎ་⒪が、ᅾᏯ⒪

とᅾᏯ┳取りへとษり᭰わって行こうとする転Ⅼである。その現場のゼၥ་のどⅬ

は、㠀ᖖに㔜要であるが、それを知るᶵ会は㈗㔜であࢁう。本᭩からは、Ṛが「ᬑ㐢

的」ではないこと、Ṛにᑐしてはึᚰ⪅として共に考えᢤくことが㔜要であるな、

でいࢇどⅬを学ࡸまなែ度ࡊーで⪺き知る現実をཷけධれていく際のさまࣗࣅンタ

る。 

 またࠗ㦫きのㆤẸ学࠘も本研究には示၀的である。ⴭ⪅のභ㌴⏤実は、Ẹ学

⪅であり、大学教ဨを㎡したᚋにㆤの㐨にධり、施タ⫋ဨとしてാく現ᙺのㆤ⫋

ဨで、現ᅾはグルー࣍ࣉームの⟶理⪅である。この作品には、භ㌴の⫋場である⪁人

とのὶのᵝ子ࠎーム施タの現場で、Ẹ学⪅がㆤ⫋にᣮ戦し、そこでฟ会う人࣍

がࣀࢫ࢚グラフィーᙧᘧで⥛られており、Ẹ学的ࣟࣉーࢳによって、ㆤの現場

の㨩力ࡸ高齢⪅ㆤに㛵わることの㇏かさがḟࠎに示されていく。Ẹ学には、他⪅

が⏕きてきたලయ的な人⏕に学ࡧ、自分ࡸ自分たちを再考していくどⅬがある。これ

は、現௦のまちづくりにおいても㔜要などⅬである。 

 ௨上、要なᩥ⊩をᣲࡆたが、その他のཧ考ᩥ⊩については、ᩥᮎにグしたい。い

れも、先行研究としてᩥ⊩を整理し、それを㉸えるどⅬをぢฟして実ドするというࡎ

ような研究ࣟࣉーࢳとは␗なる。ンタࣗࣅーを経て、それをとりまとめながら、

ᩥ⊩をㄞみ⁺り、またンタࣗࣅーへとᡠる。そのの୰で᭩きながらㄞみながら

ᛮ考することを⧞り㏉す୰で、現実をཷけධれ理ゎする、あるいは᭩きグすためのࣄ

ンࢺを探る。そࢇなហ┤な㐜ࠎたるࣟࣉーࢳをとっている。 

 

4．結果と考ᐹ  

 ー結果のయീࣗࣅンタ（１）

 今年度の研究では、5組のンタࣗࣅーを行い、うち 4組のンタࣗࣅーを 5本㘓

した小子を 100㒊ไ作することができた。4組で 5本となったのは、ンタࣗࣅーの

分㔞とᥖ㍕Ꮠᩘ上限のၥ題で、その内の１組が前ᚋ༙に分けた 2 本❧てとしたため、5

組目のンタࣗࣅーは、ḟᅇのᥖ㍕にぢ㏦ることにした。5組はそれࡒれձ大学教ဨ㸭

ඖ⟶理ᰤ㣴ኈղ施タ⫋ဨ２ྡճࣕࢪࢿ࣐ࢣーմお┳取りయ㦂⪅յゼၥ┳ㆤᖌである。

このうちձからմまでのンタࣗࣅーを子化した。 

 いࡎれも、現場ࡸそれࡒれの業ົ➼がከᛁな୰、また「Ṛ」ࡸ「┳取り」というᢅ

いづらいࢸー࣐にᑐし、⋡┤なពぢ、経㦂⪅ならではの㈗㔜なぢゎをࡈ提示いたき῝

くឤㅰしている。 

 

 ー結果の考ᐹࣗࣅンタ（２）

 ここでは、⣬㠃にも限りがあるため、今ᅇの 5 組のンタࣗࣅーの୰で、最ึに実

施したձ大学教ဨ㸭ඖ⟶理ᰤ㣴ኈのࢣーࢫについての考ᐹを㏙る。今ᅇの研究の୰

では、考ᐹࡸ分析が㊊りていないことは、最ึに㏙ておかなければならない。しか

し、まࡔ研究は⥆いていく。小子の活用もྵめ、さらなる探求を進めていくことは、

今ᚋの大きな課題の一つである。  
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 しばらくのᚋ、ᨵめて㑣㡲さࢇにもᑜࡡてみたが、ࡸはりンタࣗࣅーのឤを⡆

₩に⾲現することはまࡔ㞴しいとのことࡔった。しかし、ᙼዪはンタࣗࣅーのᰯṇ

のᛮ考を整理することに㠀ᖖに✚ᴟ的にᑾ力してくれた。その「య性」は教ဨ⚾ࡸ

が学⏕に求める♫会人基♏力の㔜要な一つであることはゝうまでもない。ンタࣗࣅ

ーを通し、ᙼዪの୰に育ちつつものがあることは㛫㐪いないࢁࡔう。そうしたᙼዪの

ጼから、今ᚋの学⏕との༠ാを考える際の大きなࣄンࢺをᚓることができた。 

 

㹡）「Ṛ」をཷけධれる 

 そして、大᳃先⏕の⟶理ᰤ㣴ኈとしてのാき方ࡸ⏕き方についてのㄒりが⪺けたこ

とで、経㦂を✚ࡔࢇᑓ㛛ᐙࡸㆤ㛵㐃のᚑ事⪅であったとしても、㏆しい人の「Ṛ」

をཷけධれることはỴして⡆༢ではないというࢩンࣉルな事実が、よりࣜルにឤじ

られることとなった。少なくとも⚾は、ンタࣗࣅーの୰でも、そしてそのᚋにおい

ても、この㑊け㞴き、ཷけධれ㞴き事実にうᛂしてⰋいのかがわからないまま今

に⮳る。このཷけධれ㞴きをཷけධれるしかない現実を㑊けるのではなく、ཷけධれ

ることを通して、⚾たちはそのព味を⧞り㏉し、⧞り㏉し考えていくのࢁࡔう。そう

考えたに、そのయ㦂をされた方のྐ実をఱらかの方ἲを通して共᭷していくことは

㔜要なព味をᣢつであࢁう。  

 「Ṛ」を考えることは「⏕」を考えることである。あるいは「Ṛに方」を考えるこ

とは「⏕き方」を考えることである。同ᵝのព味の事は、ከくの人がㄒるとこࢁで

ある。では「Ṛをཷᐜすること」についてはうであࢁうか。これも同じく「⏕をཷ

ᐜすること」に結ࡧつくのࢁࡔうか。あるいは「⏕をཷᐜすること」とはういうこ

とࢁࡔう。現௦では「ぶࣕࢳ࢞」というゝⴥにもあるように、自らのฟ⏕を㑅ない

現実をࢽࣟカルにとらえる㢼₻も⪺く。⚾たちは、⏕まれてくるときにぶを㑅

ない。同じく、௦も場ᡤも㑅ない。それが現実にも㛵わらࡎ、⚾たちはその現実

をなࡐか᮲理ࡔとឤじてしまうのである。この「なࡐか」は、⟅えがある㢮のၥい

ではなく、ၥうことでさまࡊまな考ᐹࡸゎ㔘をಁ進さࡏるものであるのࢁࡔう。 

 ⚾たちは「⏕」も「Ṛ」を⡆༢にはཷᐜできない。ཷᐜするより他ないにも㛵わら

ព味を考えていく。そのၥいにྥきྜうことはࡸ⏤からこそ、その理ࡔ、しかし。ࡎ

にしࢇく、できれば㑊けて通りたい。そうすることが場ྜによってはฎ世⾡であ

ることもある。しかしおそらく、このၥいにྥきྜうことでしかᚓられない㇏✨もあ

るのではないࢁࡔうか。一人ࡦとりが、そうした現実とྥきྜいながら、それࡒれの

「⏕」と「Ṛ」をཷᐜするࢫࢭࣟࣉが人⏕であり、その⥲యが、地域であり♫会であ

るのࢁࡔう。⚾はそのጼを、一人ࡦとりの人⏕のഃからぢつめていきたいと考えてい

る。 

 

5．おわりに 

 本研究には、結論めいたものがない。大ኚᜍ⦰ではあるが、まࡔఱかを結論づける

ẁ㝵には⮳っていないのである。ᩒえてゝえば、今ᚋもこの取り組みを地㐨に⥆けて

いくことが㔜要であるというỴពが┈ࠎᙉくなったというのが、⚾のഇらࡊる現ᅾの

ᡤឤである。 

 現௦のまちづくりには、特にⱝい世௦である学⏕たちが、自分の地域に㛵わること

の♫会ᵓ㐀上の㞴しさがあることは、本ᩥでも㏙た通りである。しかし、一方で地

域はⱝ⪅を必要としているし、ఱかしらの地域ࢸࢽ࣑ࣗࢥࡸィを㞳れて、⚾たちの⏕

活ࡸ事が成り❧たないのもまた確かである。そうした୰で、一人ࡦとりが、のよ

うにして地域に㛵わっていくのかをぢฟしていくことが、これからの௦にはとりわ

け㔜要になってくるのࢁࡔう。 

－44－
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 ㄗゎをᜍれࡎにゝえば、「⏕」にも「Ṛ」にも特別なព味はないࢁࡔう。しかし、

⚾たちが、そのព味をᩒえて考えることにはព味がある。ὶ動化が┈⃭ࠎしくなって

いく現௦の୰では、人㛫はますますᏙ⊂になり、地域♫会からษり㞳されていく。つ

まり、そこにᡤᒓする必要性がኻわれていく。それは事実である。しかし、ࡔからこ

そ、⚾たちは自分たちでそのព味を考えて、りฟしていく必要があるのではないか。

この小さな取り組みは、まࡔ➃⥴についたばかりである。 

 

 

ὀ 

（1） ヲしくはྂᶫ（2012）をཧ照。 

（2） ㎰ᯘỈ産┬、ᩥ㒊⛉学┬、環ቃ┬、国ᅵ⥳化᥎進ᶵᵓ、132 ἲ人共Ꮡの᳃ࢿッ

 。ワークでᵓ成する「⪺き᭩き⏥子ᅬ実行ጤဨ会」がദしているࢺ

（3） Ᏻ藤・⯆ᲆ（2014）なをཧ照した。 

（4） 愛知┴ྡྂᒇ市 ༊のす⠏地学༊࢚ࣜにおいて活動する まちづくり༠㆟会

の活動の一環として実施した。࢙ࢪࣟࣉクྡࢺは「み（ࢇ）なとまちのーカ

 。である「ࢺク࢙ࢪࣟࣉブ

（5） ཌ⏕ປാ┬による人口動ែ調査によれば、2004 年のࣆークには⣙ 8 、2019

年には⣙ 7の方ࠎが㝔でஸくなられている。 

（6） ཌ⏕ປാ┬の愛知ປാᒁが実施する「最㏆の㞠用ໃ➼（᭷ຠ求人ಸ⋡）」に

は、⫋業別の᭷ຠ求人ಸ⋡が示されており、事ົが 0.52㸣と 1 を下ᅇってい

るのにᑐし、ㆤ㛵㐃の⫋✀は 4.78㸣という高いᩘᏐを示している。 

（7） 2023年１᭶ 8日から 22日にかけてྡྂᒇの┿ࣕࢠラࣜー3+272�*$//(5<�

)/2:�1$*2<$ にてᑿᒣ┤子（┳ㆤᖌ・┿ᐙ）と⚄㔝┿実の共同で開ദされた

┿ᒎ「ࡄるり。」 

（8） ㏆年、⛥にみる 1200㡫を上ᅇる⪺き᭩きの᭩⡠であるࠗᮾ京の⏕活ྐ࠘の⦅⪅

である♫会学⪅のᓊᨻᙪも、S.ターࢣルの事に大きなᙳ㡪をཷけていること

を㏙ている。 

 

 

ཧ⪃➼ᩥ⊩㸦ᮏᩥᘬ⏝⟠ᡤ᫂グᩥ࠸࡞ࡀ⊩⏝㸧 

・ྂᶫᩗ一ࠗ地域㐀のどⅬと実㊶࠘ྡྂᒇ学㝔大学、2012 

ィ̿ᾮ≧化する♫会࠘ࢸࢽࢲッド・モ࢟ࣜࠗン（᳃⏣ṇヂ）࣐࢘ࣂ・ࢺークムンࢪ・

大᭶᭩ᗑ、2001  

・୕上๛ྐ「個人化論-個人と♫会は“結ࡧついて”いるのか㸽」ࠗ7$6&�0217+/<࠘බ

┈㈈ᅋἲ人たばこ⥲ྜ研究ࢭンター、2017、��̿�� 㡫  

・Ᏻ藤愛・⯆ᲆඞஂ「᳃ᯘ環ቃ教育としてのࠗ⪺き᭩き⏥子ᅬ࠘の♫会的ព義とその

ຠ果」ࠗ日本᳃ᯘ学会ㄅ࠘96ᕳ 3ྕ、一般♫ᅋἲ人 日本᳃ᯘ学会、2014、���̿���㡫 

・ᐑ本ᖖ一ࠗᛀれられた日本人࠘ᮍ᮶♫、1971 

・ᮧ上樹ࠗンࢲーグラ࢘ンド࠘ㅮㄯ♫、1997 

・S.ターࢣル（୰ᒣᐜ他ヂ）ࠗ㸟࠘ᬗᩥ♫、1983 

・小ᇼ㮆一㑻ࠗṚを⏕きた人ࡧと࠘みすࡎ᭩ᡣ、2018 

・භ㌴⏤実ࠗ㦫きのㆤẸ学࠘་学᭩㝔、2012 

・ᓊᨻᙪ⦅ࠗᮾ京の⏕活ྐ࠘⟃ᦶ᭩ᡣ、2021 

・P.ブルデࣗー⦅（Ⲩ井ᩥ㞝・ᱜᮌ㝧一┘ヂ）ࠗ世界のᝒ࠘藤ཎ᭩ᗑ、2019 

・ΎỈᒎ・㣤ᓥ秀⦅ࠗ自前のᛮ࠘京都大学学⾡ฟ∧会、2020 
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 しばらくのᚋ、ᨵめて㑣㡲さࢇにもᑜࡡてみたが、ࡸはりンタࣗࣅーのឤを⡆

₩に⾲現することはまࡔ㞴しいとのことࡔった。しかし、ᙼዪはンタࣗࣅーのᰯṇ

のᛮ考を整理することに㠀ᖖに✚ᴟ的にᑾ力してくれた。その「య性」は教ဨ⚾ࡸ

が学⏕に求める♫会人基♏力の㔜要な一つであることはゝうまでもない。ンタࣗࣅ

ーを通し、ᙼዪの୰に育ちつつものがあることは㛫㐪いないࢁࡔう。そうしたᙼዪの

ጼから、今ᚋの学⏕との༠ാを考える際の大きなࣄンࢺをᚓることができた。 

 

㹡）「Ṛ」をཷけධれる 

 そして、大᳃先⏕の⟶理ᰤ㣴ኈとしてのാき方ࡸ⏕き方についてのㄒりが⪺けたこ

とで、経㦂を✚ࡔࢇᑓ㛛ᐙࡸㆤ㛵㐃のᚑ事⪅であったとしても、㏆しい人の「Ṛ」

をཷけධれることはỴして⡆༢ではないというࢩンࣉルな事実が、よりࣜルにឤじ

られることとなった。少なくとも⚾は、ンタࣗࣅーの୰でも、そしてそのᚋにおい

ても、この㑊け㞴き、ཷけධれ㞴き事実にうᛂしてⰋいのかがわからないまま今

に⮳る。このཷけධれ㞴きをཷけධれるしかない現実を㑊けるのではなく、ཷけධれ

ることを通して、⚾たちはそのព味を⧞り㏉し、⧞り㏉し考えていくのࢁࡔう。そう

考えたに、そのయ㦂をされた方のྐ実をఱらかの方ἲを通して共᭷していくことは

㔜要なព味をᣢつであࢁう。  

 「Ṛ」を考えることは「⏕」を考えることである。あるいは「Ṛに方」を考えるこ

とは「⏕き方」を考えることである。同ᵝのព味の事は、ከくの人がㄒるとこࢁで

ある。では「Ṛをཷᐜすること」についてはうであࢁうか。これも同じく「⏕をཷ

ᐜすること」に結ࡧつくのࢁࡔうか。あるいは「⏕をཷᐜすること」とはういうこ

とࢁࡔう。現௦では「ぶࣕࢳ࢞」というゝⴥにもあるように、自らのฟ⏕を㑅ない

現実をࢽࣟカルにとらえる㢼₻も⪺く。⚾たちは、⏕まれてくるときにぶを㑅

ない。同じく、௦も場ᡤも㑅ない。それが現実にも㛵わらࡎ、⚾たちはその現実

をなࡐか᮲理ࡔとឤじてしまうのである。この「なࡐか」は、⟅えがある㢮のၥい

ではなく、ၥうことでさまࡊまな考ᐹࡸゎ㔘をಁ進さࡏるものであるのࢁࡔう。 

 ⚾たちは「⏕」も「Ṛ」を⡆༢にはཷᐜできない。ཷᐜするより他ないにも㛵わら

ព味を考えていく。そのၥいにྥきྜうことはࡸ⏤からこそ、その理ࡔ、しかし。ࡎ

にしࢇく、できれば㑊けて通りたい。そうすることが場ྜによってはฎ世⾡であ

ることもある。しかしおそらく、このၥいにྥきྜうことでしかᚓられない㇏✨もあ

るのではないࢁࡔうか。一人ࡦとりが、そうした現実とྥきྜいながら、それࡒれの

「⏕」と「Ṛ」をཷᐜするࢫࢭࣟࣉが人⏕であり、その⥲యが、地域であり♫会であ

るのࢁࡔう。⚾はそのጼを、一人ࡦとりの人⏕のഃからぢつめていきたいと考えてい

る。 

 

5．おわりに 

 本研究には、結論めいたものがない。大ኚᜍ⦰ではあるが、まࡔఱかを結論づける

ẁ㝵には⮳っていないのである。ᩒえてゝえば、今ᚋもこの取り組みを地㐨に⥆けて

いくことが㔜要であるというỴពが┈ࠎᙉくなったというのが、⚾のഇらࡊる現ᅾの

ᡤឤである。 

 現௦のまちづくりには、特にⱝい世௦である学⏕たちが、自分の地域に㛵わること

の♫会ᵓ㐀上の㞴しさがあることは、本ᩥでも㏙た通りである。しかし、一方で地

域はⱝ⪅を必要としているし、ఱかしらの地域ࢸࢽ࣑ࣗࢥࡸィを㞳れて、⚾たちの⏕

活ࡸ事が成り❧たないのもまた確かである。そうした୰で、一人ࡦとりが、のよ

うにして地域に㛵わっていくのかをぢฟしていくことが、これからの௦にはとりわ

け㔜要になってくるのࢁࡔう。 

－45－



/LVWHQ�WR�7KH�9RLFHV�RI�(DFK�'HDWK�̿%HJLQQLQJ�RI�)RONWDOHV�RI�2ND]DNL̿ 

.HLLFKL�)XUXKDVKL 

$,&+,�*$.86(1�&2//(*(� 

 

10 

 
 

ㅰ㎡ 

 本研究は、岡崎大学懇話会௧ 4 年度産学官共同研究の助成をཷけて実施したもの

です。岡崎大学懇話会にཌくお♩⏦し上ࡆます。また今年度のᖿ事ᰯで事ົᒁを担当

いたࡔきました本学の教⫋ဨのⓙᵝにも大ኚឤㅰしています。そして、ンタࣗࣅー

➼にࡈ༠力をいたࡔいた、大᳃᭷ᕼ先⏕、ᮌᮧ子先⏕、㏆藤⨾㤶さࢇ、㓇井

㤶さࢇ、➉内己ᬛ子さࢇ、ᡭᔱᐶ人さࢇ、㑣㡲⨾᭶さࢇ、᳃下さࡸかさࢇのおかࡆで

この研究に╔ᡭすることができました。本当にありがとうࡊࡈいました。 

－46－


	001
	p068976_本文_納品用
	004
	空白ページ
	空白ページ

